



















私は、平成元年に女子医大を卒業し、 20 年以上勤務医を続け、 201 年 1 月に自宅から自転車で数分
のところにクリニックを開院しました。ひとりの人間として、女性として、 3 人の子を持つ母親として、
医師となり今日まで仕事を続けてこられたことはとても幸せなことであり、家族を含め周囲の方々の理
解と協力に深く感謝しています。
私は長野県北部の山村で開業医の次女として生まれ、物心ついた頃から、地域の方々のために昼夜間
わず医師として働く家族の姿が身近にありました。小学生の頃は、車で往診に行く父親について回り、
診療をしている父の姿をチラチラ見ながら、地域の方達との関係を大切にして地域に貢献している父の
姿に憧れ、医師を志しました。
大学時代はクラブ活動、勉強、遊び、文化祭活動にと毎日忙しく充実した日々を過ごしました。その
中で 5、6 年生の臨床実習の時期に、憧れの父親のようになるには内科がいいのかな・・・と漠然と思
うようになりました。しかし卒業試験、国家試験が終わり医師になったばかりのときには、未来の自分
がはっきり見えていたわけではありませんでした。
忙しい研修医生活の中で、出会った諸先輩方、同期の仲間の中には崇高な目標を持って突き進む先生も
いれば、環境に流されながらもその中で新たな目標を持って成長している先生などいろいろでした。
私は卒後 4 年目に内科研修で、出会った循環器内科医と結婚しました。私の経験から結婚することは仕
事を継続することに支障にはならず、良い伴侶と巡り合うことは心が豊かになり、生活の輪が広がりま
す。主人は勤務医を続けておりますが、私の相談相手であり心強し、味方です。妊娠・出産は女性に肉体
的・精神的に負荷をかけることは事実ですが、これこそ女性にしかできない大仕事であり、これを自然
に受け入れられる柔軟な対応能力が大切だと思います。私は 3 人の子の母親ですが、出産はこの時期に
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予定して…ということはありませんでした。妊娠が判って、でも仕事を続けたい、続けるにはどんな方
法があるのか、ということをその都度考え、保育園を探したり引っ越ししたりしました。
大切なことは医師になったからには、社会に貢献する責務があるということを常に自覚して、出産育
児で、仕事を休む時期があっても、医師として仕事を通して社会に貢献する強い意忘を持ち続けることで
はなし、かと思います。
子育てと仕事の両立は、勤務医時代も開業してからも四苦八苦している状態です。毎日の食事の支度
やお洗濯、お掃除…手の抜けるところは手を抜いてと思ってはいても、自宅にいる時にはほとんどキッ
チンに立っているような感じです。子供の成長と共に母親としての悩みも変わり、親になって子を育て
ながら初めて両親の気持ちが判るようになってきたと思います。
私が現実に開業を意識したのは、前クリニックに勤務し始めた頃です。子供が地元の小学校に通い、
PTA 活動やママさんバレー、町会活動、長男が始めた少年野球のお世話などを通して、ご近所とのお付
き合いが濃くなってきた時、このお付き合いを大切にして微力ながらも何か貢献できることがあるので
は・・・と思うようになり、医師を志した時の初心に戻ってクリニックを開院しました。
開業してから様々な疾患に対応する力が以前と比べて更に要求されるようになり、医師会などの勉強
会になるべく出席するようにしています。診療中はひとり…心細いこともありますが、医師会などで新
しく出会った先輩開業医の先生方との交流が少しずつ増え、先生方の知識の深さと豊富さに圧倒されつ
つ、よい刺激を受けています。
今回、お話しすることは私の経験をもとにした個人論であります。医師の働き方には、個人の考え方、
夢や理想、、個々の能力や体力、家庭環境などによってさまざまな選択肢があります。これからいくつも
の人生の選択に遭遇するであろう皆さんへの刺激と参考になれば、それは大変うれしいことです。
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